










1、he Statisticail Investigation of lhe Dielectric Break Down. CPartm) 
The Study on the Effetcts of Electrode Slructure by the level of significance. 
Kin-ichi SAITO 
Using the electrodes of varied structure， Sphere to sphere， plate 0 plate， and needle to 
plate， 1 measure the dielectric break down strength by the same method with that of part 
n. And 1 st.udy on the 表-3-1
suitョbility of electrodes for 
the measure of the very smal1 
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o /0 孟() J(J 40 so 
号ぎの差dEE mm 
rnrn の 5枚の 平 均 値が 38 .5kV。
0( 
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各試料毎に示した図ー3-1 図-3-2 図-3-3より 解る事は
(1) 厚さの微小差が絶縁破壊値に最もよく表はれるのは， 各試料共球対球電極で， 針対平板， 平
板対平板の順である。
、2) 針対平板の示す曲線は， 各試料共， 他の2種と多少異っている。 即ち厚さの差の大きい所で
他と比較して割合に大きい。 其の原因は明らかでないが此の電極の場合はコロナの影響が他より 大
であるとと及び破壊値対厚さの特性が他の場合と多少異っているためではないかと考えられる。
(3) 平板対平板が， 各試料共感度が悪いのは， 電極を取付ける場合如何に注意しても， 試料に密
看しない場合が起るためと， 面積が大きいため， 試料の弱点を面内に含む機会が多いために， 測定
の偶然誤差による変動即ち級内変動W i v の分散が大きくなる事に起因するものと考えられる。
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(4) 電極圧力を各電極共倍にした場合球対球， 平板対平板では殆んで変化しない が針対平板の場
合8%から3%に下低した。 之は主1.対平板の場合電極圧力によって， 破壊値に含 ま れ る 偶然誤差の
大きさが変化するためであると考えられる。
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